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◎
定
例
会
報
告

戦
争
へ
向
か
う
時
代
と
優
生
学
の
台
頭
①

戦
争
へ
向
か
う
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　

い
ま
世
界
は
危
険
な
状
況
に
突
入
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
時
代
に
は
、
危
険

な
思
想
が
台
頭
し
て
き
ま
す
。
戦
争
し
て
い
る
当
事
国
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
や
民
族
主
義
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
日
本
が
歩
ん
だ
道

で
も
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
人
や
中
国
人
な
ど
へ
の
差
別
や
偏
見
は
す
さ
ま
じ
い
も

の
が
あ
り
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
内
戦
で
も
、
民

族
浄
化
な
ど
の
思
想
が
広
が
り
、
虐
殺
な
ど
数
多
く
の
悲
劇
が
起
き
ま
し
た
。

今
回
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
で
も
、
大
ロ
シ
ア
主
義
が
唱
え

ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
の
人
々
が
真
っ
先
に
動
員
を
か
け

ら
れ
る
な
ど
、
多
く
の
犠
牲
を
出
し
て
い
る
の
は
少
数
民
族
の
人
々
で
す
。「
優

秀
な
ロ
シ
ア
人
」
で
は
な
く
、「
劣
っ
た
少
数
民
族
」
が
最
初
に
犠
牲
と
な
っ
て

い
ま
す
。
戦
争
の
時
代
は
、
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
人
々
と
劣
っ
た
人
々
を
分

け
る
優
生
学
の
台
頭
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
い
ま
や
こ
の
優
生
学
の
台
頭
に
関
し
て
、
加
え
て
二
つ
の
点
を
考

え
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
生
命
を
操

作
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
Ａ
Ｉ
化
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
化
の
問
題
で
す
。
前
者
で
は
、
い
ま
細
胞
操
作
、
遺
伝
子
操
作
が
新
た
な
レ

ベ
ル
に
達
し
、
優
生
学
的
な
操
作
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
細
胞
操
作
で
は
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
・
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
登
場
し
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
は
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
が

登
場
し
た
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
も
操
作
の
精
密
化
が
競
争
に
な
っ
て
お
り
、
遺

伝
的
レ
ベ
ル
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
優
生
学
を
考
え
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
後
者

で
は
、
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と
の
一
体
化
で
国
民
の

健
康
・
と
く
に
病
気
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
管
理
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
す
。

本
格
的
に
科
学
や
技
術
が
介
入
す
る
優
生
学
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
や
病
気
の
情
報
が
一
体
化
す
る
こ
と
で
、「
優
秀
な
兵
士
」

を
徴
兵
す
る
こ
と
も
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。

優
生
学
の
歴
史

　

最
初
に
、
優
生
学
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
出
発
点
に
あ
り
ま
す
。

マ
ル
サ
ス
が
「
人
口
の
原
理
」
を
刊
行
し
た
の
が
一
七
九
八
年
で
す
。
こ
の
マ

ル
サ
ス
の
人
口
論
で
は
、
人
口
の
増
加
は
幾
何
級
数
的
、
食
料
の
増
加
は
算
術

級
数
的
で
あ
り
、
人
口
の
増
加
を
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
と
し
た
の
が
、
当
時
の
北
米
で
の
人
口
増
加
で
あ
り
、

移
民
が
増
え
続
け
て
い
た
時
期
で
、
と
て
も
乱
暴
な
論
理
で
す
。
こ
の
マ
ル
サ

ス
の
考
え
方
の
背
後
に
あ
る
の
が
、
白
人
至
上
主
義
で
あ
り
、
白
人
以
外
は
野

蛮
人
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
結
果
、
階
級
・
不
平
等
が
必
要
と
い
う
考
え

に
導
か
れ
て
い
き
ま
す
。
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も
う
一
つ
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
で
す
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
「
種
の
起
原
」

を
刊
行
し
た
の
が
一
八
五
九
年
で
す
。
自
然
界
に
お
け
る
弱
肉
強
食
の
世
界
を

論
理
づ
け
た
も
の
で
す
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
、
自
然
淘
汰
の
考
え
方
は
「
マ

ル
サ
ス
の
原
理
を
全
動
物
植
物
界
に
適
用
し
た
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
強
者
・
弱
者
、
優
生
・
劣
生
と
い
う
考
え
方
が
、
科
学
の
名
に
お
い
て

登
場
し
て
き
た
時
代
で
す
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
国
際
化
に
伴
う
白
人
至

上
主
義
の
台
頭
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
以
降
、
マ
ル
サ
ス
主
義
や
ネ
オ
・
マ
ル
サ
ス
主
義
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム

や
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
形
で
、
科
学
の
名
に
よ
る
差
別
や
偏
見
が
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ル
サ
ス
主
義
の

代
表
的
な
論
客
の
ポ
ー
ル
・
ロ
バ
ン
は
、「
自
殺
の
方
法
」（
一
九
〇
一
年
）
の

著
書
が
あ
り
ま
す
が
、障
害
者
な
ど
の
強
制
断
種
を
主
張
し
ま
し
た
。
ま
た
ビ
ネ
・

サ
ン
グ
レ
は
、「
人
間
の
種
馬
飼
育
場
」（
一
九
一
八
年
）
と
い
う
著
書
が
あ
り

ま
す
が
、
劣
等
な
人
間
は
結
婚
さ
せ
ず
、
避
妊
さ
せ
、
中
絶
さ
せ
、
産
ま
れ
た

ら
安
楽
死
を
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

マ
ル
サ
ス
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ゴ
ー
ル

ト
ン
の
優
生
学
が
登
場
し
ま
す
。
ゴ
ー
ル
ト
ン
が
「
遺
伝
的
な
天
才
」
を
発
表

し
た
の
が
一
八
六
九
年
で
す
。
ゴ
ー
ル
ト
ン
は
、
本
気
で
進
化
論
と
遺
伝
学
を

融
合
し
人
間
に
応
用
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
一
八
八
二
年
に
は
身
体

測
定
室
を
作
る
の
で
す
。
優
生
学
に
は
、
積
極
的
優
生
学
と
消
極
的
優
生
学
が

あ
り
ま
す
。
前
者
は
優
秀
な
人
間
を
増
や
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
後
者
は
劣
悪

な
人
間
を
淘
汰
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
、
こ
の
よ
う
に
生
物
学
や
進
化
論

が
人
間
や
社
会
の
在
り
方
を
決
定
す
る
と
い
う
考
え
方
が
流
行
し
ま
す
。
エ
ル

ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ケ
ル
が
提
唱
し
た
の
が
モ
ニ
ズ
ム
（
一
元
論
）
も
そ
の
ひ
と
つ

で
す
。
進
化
論
に
基
づ
く
生
物
決
定
論
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
実
際
に
こ
の

考
え
方
を
社
会
で
実
践
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
強
ま
り
ま
す
。
そ
の
代
表
が
、

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
プ
レ
ッ
ツ
で
、
彼
は
「
民
族
衛
生
学
の
基
本
方
針
」（
一
八
五
九

年
）
を
ま
と
め
ま
す
。
そ
こ
で
は
民
族
の
衰
亡
に
か
か
わ
る
疾
患
な
ど
（
遺
伝
病
、

身
体
障
害
、
精
神
病
等
）
の
撲
滅
を
図
る
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
民
族

衛
生
学
の
考
え
方
に
共
感
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
の
が
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
で
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
政
策
の
柱
の
一
つ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

レ
イ
シ
ズ
ム
の
登
場

　

こ
の
こ
ろ
登
場
し
た
も
う
一
つ
の
考
え
方
に
、
レ
イ
シ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。H

・

Ｓ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
「
一
九
世
紀
の
基
礎
」（
一
八
九
九
〜
一
九
〇
一
年
）
を

発
表
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
文
明
を
作
り
出
し
た
の
は
チ
ュ
ー
ト
ン
人
種
（
ゲ

ル
マ
ン
人
の
一
部
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
物
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
養

子
と
な
り
ま
す
。
続
い
て
Ｊ
・
Ａ
・
ド
・
ゴ
ビ
ノ
ー
が「
人
種
不
平
等
論
」（
一
八
五
三

〜
一
八
五
五
年
）を
唱
え
ま
す
。
こ
の
人
物
は
、ワ
ー
グ
ナ
ー
ノ
友
人
で
す
。
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
を
大
変
優
遇
し
ま
す
が
、
こ
の
レ
イ
シ
ズ
ム

も
ナ
チ
ズ
ム
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

レ
イ
シ
ズ
ム
の
基
本
で
す
が
、
大
き
く
は
白
人
・
黄
色
人
・
黒
人
に
分
け
ま
す
。

そ
し
て
白
人
を
最
も
優
れ
た
人
種
と
位
置
づ
け
、「
他
を
開
化
で
き
る
も
の
」
と

し
ま
す
。
黄
色
人
は
「
他
か
ら
開
化
さ
れ
る
も
の
」
と
し
ま
す
。
も
っ
と
も
劣
っ

て
い
る
の
が
黒
人
で
、「
開
花
す
る
こ
と
も
さ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
」
と

し
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
今
で
は
、
白
人
・
黄
色
人
・
黒
人
の
間
に
境
目
は
な
く
、

実
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
日
本
の
軍
事
化
な
ど
の
動
き
を
警
戒
し
て
、
黄
禍
論
が

唱
え
ら
れ
ま
す
。
黄
禍
論
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
以
前
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ



［4］

パ
は
、
フ
ン
族
、
モ
ン
ゴ
ル
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
な
ど
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
ア
ジ
ア
の
台
頭
を
大
変
怖
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

新
た
な
黄
禍
論
の
形
を
と
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
レ
イ
シ
ズ
ム
で
す
が
、
意
外
に
根
強
い
国
が
米
国
で
す
。
そ
れ
は
根
強
い

黒
人
差
別
が
続
い
て
い
る
の
を
見
て
も
お
分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、

移
民
で
の
選
別
思
想
も
大
変
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
移
民
法
が
制
定
さ
れ
、

移
民
が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
差
別
と
偏
見
は
、
今
日
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
差
別
な
ど
へ
と
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

米
国
で
は
優
生
学
運
動
や
安
楽
死
法
制
化
運
動
も
活
発
で
す
。
と
く
に
白
人

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
純
血
を
守
る
運
動
は
今
日
に
至
る
ま
で
米
国
社
会
に
大
き
な

影
を
落
と
し
て
き
ま
し
た
。
優
生
学
で
見
ま
す
と
、
一
九
一
三
年
に
優
生
学
連

盟
が
設
立
さ
れ
、
一
九
二
二
年
に
優
生
学
委
員
会
（
後
の
優
生
学
会
）
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
二
年
に
は
優
生
学
会
の
名
称
が
改
め
ら
れ
、
社
会
生
物

学
会
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
動
物
行
動
学
な
ど
の
著
名
な
研
究
者
が
中
心
に
な
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
遺
伝
学
者
の
Ｈ
・
Ｊ
・
マ

ラ
ー
に
よ
り
精
子
銀
行
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
な
ど
の

「
優
秀
な
精
子
」
を
残
し
、
広
げ
て
い
く
こ
と
も
社
会
運
動
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
社
会
生
物
学
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
戦
時
の
優
生
学

　

こ
の
人
間
が
人
間
を
差
別
す
る
優
生
学
は
、
日
本
で
も
強
ま
っ
て
い
く
の
で

す
。
そ
こ
に
は
当
時
の
欧
米
で
の
思
想
の
影
響
、
そ
の
後
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

の
影
響
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
戦
争
に
向
か
う
中
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
揚
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
衛
生
調
査
会
が
設
立
さ
れ
る
の
は
、
一
九
一
六
年
の
こ
と
で
し
た
。
最

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
が
精
神
病
者
で
す
。
一
九
一
八
年
か
ら
精
神
病
者

の
全
国
実
態
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
一
九
三
一
年
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、「
国

民
体
力
と
出
生
力
の
増
強
」
が
叫
ば
れ
ま
す
。
一
方
で
兵
士
に
な
る
強
靭
な
人

が
求
め
ら
れ
、
他
方
で
「
戦
争
に
邪
魔
に
な
る
人
」
は
淘
汰
し
よ
う
と
い
う
動

き
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
九
三
八
年
に
厚
生
省
予
防
課
に
優
生
課
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
ナ
チ

ス
の
影
響
も
あ
り
民
族
衛
生
学
が
採
用
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
、

精
神
病
者
の
隔
離
と
断
種
で
す
。
こ
の
よ
う
に
断
種
と
人
口
増
が
一
体
で
提
起

さ
れ
た
の
で
す
。
国
民
優
生
法
が
施
行
さ
れ
、「
産
め
や
増
や
せ
国
の
た
め
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
叫
ば
れ
ま
す
。
人
口
の
量
も
質
も
向
上
す
る
と
い
う
考
え

方
が
、
戦
時
の
考
え
方
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
戦
後
は
こ
の
考
え
方

が
な
く
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
国
民
優
生
法
は
生
き
残
り
優

生
保
護
法
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。（
以
下
、
次
号
）（
天
笠
啓
祐
、
会
員
）
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◎
特
別
寄
稿

マ
イ
ナ
保
険
証
と
健
康
保
険
証
資
格
確
認
に
つ
い
て

１
．
初
め
に

　
「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
と
の
一
体
化
」(

以
下
「
一
体
化
」)

に
つ
い
て
、「
一

体
化
」
と
は
、「
た
ば
ね
法
案
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
一
部
改
正
法
案
）」
と
言

う
種
々
の
法
案
の
改
正
点
を
一
つ
に
ま
と
め
て
審
議
す
る
と
い
う
法
案
の
形
を
し

た
や
り
方
が
あ
り
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
一
つ
。
こ
の
た
ば
ね
法
案
は
６
つ
の
大

き
な
柱
か
ら
な
る
。（
デ
ジ
タ
ル
庁W

eb
ペ
ー
ジ
参
照
）

https://w
w

w
.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_

p
age/field_ref_resou

rces/8
db6

2
cdf-8

3
7

5
-4

c4
f-b8

0
7

-

8d98595b67e8/5a0f065d/20230307_law
s_law

_outline_01.pdf

　

６
つ
の
中
で
主
な
も
の
は
、
①
利
用
範
囲
の
拡
大
（
税
、
社
会
保
障
、
災
害
の

縛
り
を
と
る
）
②
利
用
及
び
情
報
連
携
の
規
定
を
法
律
か
ら
省
令
に
変
更
③
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
、
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
マ
イ
ナ
保
険
証
（
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
保
険
証
と
を
一
体
化
し
た
も
の
」

は
、
前
記
た
ば
ね
法
案
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。

　

た
ば
ね
法
案
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
は
、
①
②
の
利
用
範
囲
の
拡
大
と
、

今
後
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
の
規
定
を
国
会
で
の
審
議
を
経
ず
に
省
令
の
変
更

で
行
う
も
の
に
変
わ
る
こ
と
、
で
る
。
つ
ま
り
「
共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）」

制
度
は
、
国
会
の
審
議
の
手
を
離
れ
、
し
か
も
政
党
の
合
意
と
最
高
裁
判
所
が
合

憲
の
前
提
と
し
た
税
と
社
会
保
障
、
災
害
の
３
分
野
に
限
る
と
言
う
も
の
を
改
正

す
る
法
案
だ
か
ら
。

２
．
最
近
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
動
き

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
制
度
に
つ
い
て
、
現
在
５
月
連
休
明
け
の
動
き
の
状
況
を

簡
単
に
紹
介
す
る
。

・
４
月
27
日
に
衆
議
院
の
委
員
会
を
自
公
維
国
の
賛
成
多
数
で
通
っ
た

・
午
後
衆
議
院
本
会
議
に
て
、
採
決
が
あ
り
自
公
維
国
の
賛
成
多
数
で
採
択

・
付
帯
決
議
と
し
て
、
例
え
ば
「
六　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
医

療
機
関
等
に
お
け
る
整
備
を
速
や
か
に
完
了
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。
ま
た
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
切
れ
に
伴
っ
て
医
療
機
関
等
で
の
利

用
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
対
応
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
行
い
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。」
等
々
12
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た
。

・
翌
４
月
28
日
午
前
に
参
議
院
本
会
議
で
趣
旨
説
明
と
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

・
５
月
12
日
、
共
同
新
聞
社
の
記
事
。

　

一
体
化
さ
れ
た
健
康
法
検
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
の
紐
付
け
の
ミ
ス
か
ら
、「
総

務
省
は
誤
交
付
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を
東
京
・
足
立
他
４
市
区
で
延
べ
14
件
確
認
」。

こ
の
記
事
の
タ
イ
ト
ル
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
誤
登
録
７
３
０
０
件　

別
人
の
情
報

閲
覧
可
能
に
」。「
健
康
保
険
組
合
な
ど
に
よ
る
誤
登
録
が
２
０
２
１
年
10
月
か
ら

22
年
11
月
末
ま
で
に
全
国
で
約
７
３
０
０
件
あ
っ
た
。
こ
れ
は
12
日
の
厚
生
労
働

省
の
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
」、
し
か
も
「
こ
れ
が
原
因
で
、
別
人
の
医
療
情
報

を
閲
覧
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
５
件
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
。
医
療
情
報
と
言
う
機
微
情

報
が
漏
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
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・
リ
ン
ク
か
ら
、
３
点
。
①
「「
Ｔ
カ
ー
ド
」
の
会
員
情
報
に
つ
い
て
、
捜
査
当

局
が
裁
判
所
の
令
状
を
取
ら
ず
に
運
営
会
社
に
提
供
を
要
請
し
、
会
社
側
が
そ
れ

に
応
じ
て
い
る
」
②
「
埼
玉
県
川
口
市
は
２
日
、
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
支
援
窓

口
で
、
委
託
業
者
の
従
業
員
が
市
民
２
人
分
の
カ
ー
ド
を
別
の
カ
ー
ド
と
す
り
替

え
る
不
正
行
為
を
働
い
た
疑
い
が
あ
る
」
③
「
上
尾
市
は
10
日
、
交
付
前
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
紛
失
。
悪
用
さ
れ
る
心
配
は
な
い
が
、本
人
の
了
解
を
得
て
、

再
発
行
す
る
」。

　

以
上
の
記
事
は
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
取
得
申
請
時
の
前

に
は
一
切
出
て
こ
な
か
っ
た
情
報
。

　
３
．
健
康
保
険
証
に
よ
る
本
人
確
認

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
任
意
の
た
め
、
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に

資
格
確
認
書
類
用
に
「（
健
康
保
険
）
資
格
証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た

ら
し
い
。
こ
の
「
資
格
」
の
確
認
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
が
、

新
し
い
「
資
格
証
明
書
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
ま
だ
で
き
て
お
ら
ず
、「
速
や
か

に
検
討
」
の
段
階
で
あ
る
。

　

健
康
保
険
証
と
一
体
化
し
て
も
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
取
得
は
任
意
で
あ
る
と
こ

ろ
の
矛
盾
が
、
顕
に
な
っ
て
い
る
。

４
．
国
民
皆
保
険

　

厚
労
省
のW
eb

ペ
ー
ジ
に
説
明
が
あ
る
。

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/

iryouhoken/iryouhoken01/index.htm
l

　

医
療
保
険
と
し
て
、
主
な
制
度
名
と
し
て
５
本
の
制
度
を
あ
げ
る
。
⒈
国
民
健

康
保
険
⒉
全
国
健
康
保
険
協
会
⒊
組
合
管
掌
健
康
保
険
⒋
共
済
組
合
⒌
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
。
他
に
も
船
員
保
険
も
存
在
。

　

医
療
費
は
総
額
４
２
・
４
兆
円
、
そ
の
財
源
別
負
担
も
、
患
者
負
担
、
公
費
、

保
険
料
と
し
て
出
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
保
険
診
療
（
費
）
の
流
れ
、
と
保
険
な

の
で
、
医
療
費
の
患
者
負
担
、
患
者
負
担
の
推
移
や
年
齢
別
医
療
制
度
と
財
源
構

成
、
等
々
が
載
せ
て
あ
る
。

５
．
健
康
保
険
証
に
よ
る
資
格
の
確
認

　

確
認
の
ソ
フ
ト
作
成
者
に
な
っ
た
積
り
に
な
り
、
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い

点
を
あ
げ
て
み
た
い
。
問
題
点
が
事
例
と
し
て
見
え
て
く
る
。

　

上
記
厚
労
省
の
ペ
ー
ジ
の
「
医
療
保
険
制
度
の
体
系
」
が
、
資
格
確
認
の
「
情

報
連
携
シ
ス
テ
ム
」（「
住
基
ネ
ッ
ト
の
進
化
版
」）
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ
ト

を
完
成
さ
せ
る
際
に
は
、
ま
ず
重
要
な
資
料
（
次
頁
図
）
で
あ
ろ
う
。

　

第
１
点
は
「
本
人
」
確
認
で
あ
る
。
健
康
保
険
証
は
「
本
人
確
認
証
」
と
も
な
っ

て
お
り
、
奇
異
な
こ
と
で
あ
る
が
、
初
め
に
「
本
人
」
を
確
認
、
つ
ま
り
「
登
録

の
確
認
」
す
る
。

　

本
人
が
必
ず
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
基
礎
自
治
体
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
し
、
海
外
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
不
正
に
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

警
察
は
こ
の
よ
う
な
本
人
の
登
録
確
認
の
所
で
、
管
理
上
と
言
う
理
由
で
様
々

な
要
望
を
課
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
容
疑
者
・
犯
罪
者
（
刑
務
所
、

拘
置
所
が
現
準
所
等
々
）
の
場
合
皆
保
険
上
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
。

　

第
２
点
目
は
図
で
の
横
の
ラ
イ
ン
の
各
健
康
保
険
組
合
等
で
、
大
き
く
４
組
合

あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
「
船
員
健
康
保
険
」
が
あ
り
、
資
格
の
確
認
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
組
合
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
る
。
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す
で
に
日
本
で
も
終
身
雇
用
制
が
く
ず
れ
て
い
る
の
で
、
所
属
の
保
険
組
合
へ

の
入
会
・
脱
退
が
相
当
多
く
、
登
録
漏
れ
が
多
い
と
思
え
る
。

　

第
３
点
目
は
、
図
の
縦
軸
で
あ
る
、
被
保
険
者
の
年
齢
で
あ
る
。
被
保
険
者
の

年
齢
に
よ
っ
て
制
度
が
こ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。３
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
上
の
図
「
財
源
構
成
」
を
見
る
と
斜
め
の
線
が
見
え
て
、
こ
れ
ら
も
正
確
に

反
映
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
資
格
確
認
の
ソ
フ
ト
は
相
当
複
雑
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に「
財
源
」の
図
か
ら
、「
医
療
費
の
一
部
負
担（
自
己
負
担
）割
合
」や「
高

額
療
養
費
制
度
」、「
患
者
一
部
負
担
の
推
移
」
を
将
来
の
制
度
変
更
の
パ
ラ
メ
ー

タ
と
し
て
用
意
し
て
お
く
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
こ
う
し
な
い
と
、
制
度
の
変
更
の

た
び
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
最
初
か
ら
の
作
成
し
直
し
と
な
る
。

６
．
ま
と
め

　

健
康
保
険
の
資
格
確
認
は
以
上
述
べ
た
よ
う
に
制
度
自
体
に
強
く
制
約
さ
れ
依

存
す
る
。
業
務
の
効
率
化
と
は
シ
ス
テ
ム
の
手
直
し
を
し
て
、
少
し
ず
つ
改
良
を

加
え
る
の
で
は
な
く
、「
シ
ン
プ
ル
イ
ズ
ベ
ス
ト
」
で
あ
り
、
制
度
を
シ
ン
プ
ル

に
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。

　

健
康
保
険
組
合
も
保
険
数
が
「
国
民
健
康
保
険 1718

」「
組
合
管
掌
健
康
保

険 1388

」「
共
済
組
合
83
」「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

47
」
も
存
在
す
る
。
健
康

保
険
組
合
を
１
つ
に
ま
と
め
る
手
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
全
て
の
医
療
は
公
営
（
医
師
・
歯
科
医
師
等
は

公
務
員
）
に
し
医
療
費
は
無
料
に
す
る
と
、
患
者
の
資
格
を
確
認
す
る
必
要
も
な

く
な
る
し
金
銭
の
把
握
、
管
理
は
飛
躍
的
に
減
る
。
そ
し
て
医
療
は
相
当
効
率
化

さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。（
５
月
17
日
、
依
田 

聖
、
会
員
）
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◎
３
・
１
１
は
い
ま

「
安
全
で
す
」
と
言
わ
れ
て
も
ね

―
福
島
　
中
間
貯
蔵
施
設
と
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
見
に
行
く

　

４
月
１
５
日
、
１
６
日
に
福
島
県
大
熊
町
と
二
本
松
市
を
訪
ね
た
。
大
熊
町

へ
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
県
内
の
除
染
土
を
集
め

て
貯
蔵
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
の
見
学
、
二
本
松
市
へ
は
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
を
見
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
福
島
県
に
暮
ら
す
人
に
、
除
染
土
の
県
外

運
び
出
し
と
再
利
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
聞
く
た
め
で
も
あ
っ

た
。

　「
毎
時
１
・
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
だ
か
ら
」

　

１
５
日
、
雨
の
中
、
大
熊
町
の
中
間
貯
蔵
施
設
情
報
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
そ

こ
で
中
間
貯
蔵
施
設
事
業
の
説
明
を
受
け
る
。

　

県
内
の
仮
置
き
場
か
ら
除
染
土
な
ど
の
運
び
出
し
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
と

い
う
。
確
か
に
、
２
年
前
の
４
月
に
福
島
浜
通
り
を
訪
問
し
た
際
に
、
常
磐
自

動
車
道
を
ひ
っ
き
り
な
し
に
走
っ
て
い
た
除
染
土
な
ど
の
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
の
姿

を
今
回
は
全
く
見
な
か
っ
た
。
運
ん
だ
も
の
を
福
島
原
発
を
囲
む
よ
う
に
設
置

さ
れ
た
中
間
貯
蔵
施
設
区
域
に
あ
る
、
受
け
入
れ
・
分
別
施
設
で
土
と
可
燃
物
、

石
な
ど
に
分
け
る
。
可
燃
物
は
焼
却
し
て
容
量
を
減
ら
す
。
土
壌
は
遮
水
シ
ー

ト
が
敷
か
れ
た
と
こ
ろ
に
積
ま
れ
、
固
め
ら
れ
る
。
四
角
い
丘
状
の
も
の
が
い

く
つ
も
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
土
壌
貯
蔵
施
設
だ
。
可
燃
物
は
焼
却
す
る
が
、

容
量
が
減
る
分
、
放
射
能
が
濃
縮
さ
れ
る
。
灰
処
理
施
設
も
あ
る
。
焼
却
施
設

も
廃
処
理
施
設
も
仮
施
設
だ
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
も
の

は
、
２
０
４
５
年
ま
で

に
県
外
に
運
び
出
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
今
、
そ
の

候
補
地
を
探
す
と
と
も

に
、
放
射
能
の
低
い
土

を
再
利
用
し
よ
う
と
実

証
実
験
が
飯
舘
村
で
始

ま
っ
て
い
る
。
新
宿
区

や
所
沢
市
も
実
証
実
験

候
補
地
で
あ
り
、
住
民

な
ど
が
反
対
の
声
を
挙

げ
て
い
る
。

　

説
明
後
、
帰
還
困
難

中間貯蔵施設。奥には廃炉がなかなか進まない福島第一原発
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区
域
内
の
施
設
を
バ
ス
で
見
て
回
る
。
係
員
か
ら
「
民
家
は
写
真
を
撮
ら
な
い

よ
う
に
」
と
注
意
を
受
け
る
。
貯
蔵
施
設
や
焼
却
炉
な
ど
の
周
り
に
、
民
家
や

商
店
、
バ
ス
停
、
看
板
な
ど
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。「
施
設
を
建
て
る

と
こ
ろ
以
外
は
壊
さ
な
い
」
と
い
う
。

　

高
台
の
高
齢
者
入
居
施
設
に
見
学
用
の
デ
ッ
キ
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
、
廃
炉
作
業
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
福
島
原
発
も
見
え
た
。

　

見
学
台
の
柵
に
は
「
毎
時
１
・
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
の
表
示
が
あ
り
、

係
員
が
「
東
京
と
比
べ
る
と
高
く
感
じ
る
が
、
安
全
だ
。
帰
還
困
難
区
域
だ
か

ら
こ
の
数
字
」
と
言
っ
て
い
た
。
驚
く
と
、「
歯
医
者
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
１
回
０
・

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
圧
倒
的
に
少
な
い
」
と
よ
く
あ
る
論

法
を
。　

　

な
ぜ
心
配
す
る
気
持
ち
を
否
定
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
。
医
療
施
設
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
は
一
定
納
得
し
受
け
て
い
る
が
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
曝
を
、
責
任
の
あ
る

側
に
「
大
し
た
こ
と
が
な
い
。
我
慢
し
ろ
」
と
言
わ
れ
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
と
腹
が
立
つ
。
し
か
し
、
亀
の
前
の
係
員
に
「
こ
の
人
に
言
っ
て
も
意

味
が
な
い
」
と
も
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
思
わ
せ
る
こ
と
が
戦
略
な
の
だ
ろ
う

か
。

　「
こ
こ
で
発
電
し
た
も
の
が
近
く
で
使
え
れ
ば
」

　

１
６
日
は
、
二
本
松
有
機
農
業
研
究
会
代
表
の
大
内
督
さ
ん
を
訪
ね
た
。
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
原
発
を
止
め
た
裁
判
長　

そ
し
て
原
発
を
止
め
る
農

家
た
ち
」
の
農
家
た
ち
だ
。
映
画
の
中
で
は
、
二
本
松
営
農
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会

社
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
二
本
松
有
機
農
研
で
も
、
５
年
前
か
ら
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
発
電
し
て
い
る
。
８
年
く
ら
い
前
に
、
パ
ネ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
。
私
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
の

で
、
以
前
か
ら
大
内
さ
ん
に
見
た
い
と
話
し
て
い
た
。

　

案
内
さ
れ
た
の
は
２
反
の
農
地
。
パ
ネ
ル
の
支
柱
が
立
っ
て
る
の
は
だ
い

た
い
１
反
３
畝
。
そ
こ
で
、
１
４
軒
の
電
力
が
賄
え
る
く
ら
い
の
発
電
量
で

あ
る
と
い
う
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
電
力
に
売
っ
て
、
年
間
収
入
は
２
１
０
か
ら

２
３
０
万
円
く
ら
い
。
設
置
に
は
１
６
０
０
万
円
く
ら
い
か
か
り
、
３
０
０
万

円
は
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で
集
め
て
、
残
り
は
農
林
中
金
か
ら
融
資
を
受
け
て
い

る
。
苦
労
し
た
の
は
農
業
委
員
会
と
の
交
渉
。
下
で
農
業
を
す
る
け
れ
ど
、
農

地
転
用
と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
書
類
が
通
ら
な
か
っ
た
。
畑
は
小
麦
と
大

豆
の
二
毛
作
だ
が
、大
内
さ
ん
は
電
気
を
入
れ
て
、「
三
毛
作
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

支
柱
に
は
東
北
電
力
の
調
整
器
が
つ
い
て
い
て
、
電
力
が
余
る
と
送
電
が
ス

ト
ッ
プ
さ
れ
る
。
送
電
線
が
大
手
電
力
会
社
に
握
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。

　
「
本
当
は
、
こ
こ
で
発
電
し
た
も
の
を
近
く
で
消
費
で
き
る
と
い
い
の
だ
が
」

と
い
う
大
内
さ
ん
。「
こ
う

い
う
発
電
の
仕
組
み
が
増
え

る
と
い
い
な
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
」
と
話
す
。

　

最
後
に
除
染
土
に
つ
い
て

聞
く
。「
あ
そ
こ
に
集
め
た

時
点
で
、
あ
そ
こ
が
最
終
処

分
場
と
み
ん
な
思
っ
て
い

る
」
と
言
う
。

（
会
員　

本
田
真
智
子
）

大内さん（左）とソーラーシェアリングの畑。小麦が育っ
ていた



［10］

〈
事
務
局
か
ら
〉

▽
本
年
二
号
目
の
通
信
を

お
届
け
し
ま
す
。
▽
前
号
に

つ
づ
い
て
会
員
の
依
田
さ

ん
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー

ド
を
め
ぐ
っ
て
は
昨
今
大

き
な
不
祥
事
が
噴
出
・
暴
発

し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
大

臣
、
厚
労
大
臣
の
言
い
訳
が

ま
た
醜
い
。
６
月
１
日
定
例

会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
▽
現
在
、
本
通
信
の

合
本
を
目
指
し
て
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
整
理
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
過

程
で
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
４
１
号
が
存
在

し
な
い
よ
う
で
、
そ
れ
に

気
が
つ
か
な
い
ま
ま
３
０

年
。
４
０
号
を
９
０
年
３
月

１
０
日
に
、
４
２
号
を
４
月

半
ば
に
発
行
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
間
ひ
と
月
の
あ

い
だ
に
４
１
号
を
発
行
し

た
可
能
性
は
低
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
号
は
３
２
年

前
の
〝
幻
の
〟
４
１
号
と

１
５
８
号
と
の
合
併
号
と

し
、
帳
尻
を
あ
わ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
過
去
に
３
２

号
を
う
っ
か
り
と
ば
し
て

し
ま
い
、
３
９
号
と
の
合
併

号
と
し
て
発
行
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉

▽
用
事
で
渋
谷
の
道
玄
坂

を
と
お
っ
て
代
々
木
公
園

に
向
か
っ
た
と
き
の
こ
と
、

東
急
本
店
を
左
に
暫
く
ゆ

る
や
か
に
の
ぼ
る
と
、
あ
の

統
一
教
会
本
部
が
出
現
し

た
。
少
し
先
に
は
広
告
塔
、

安
倍
晋
三
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、

そ
の
目
と
鼻
の
先
に
、
麻
生

太
郎
の
屋
敷
、
周
辺
に
Ｉ

Ｔ
企
業
オ
ー
ナ
ー
や
フ
ァ

ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
Ｃ
Ｅ

Ｏ
ら
の
御
殿
が
あ
る
界
隈

だ
。
歌
舞
伎
役
者
の
自
殺
未

遂
や
芸
能
事
務
所
元
代
表

の
性
加
害
告
発
事
件
や
に

押
さ
れ
て
か
、
統
一
教
会

問
題
は
す
っ
か
り
報
道
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
新
学
期
、

新
入
生
で
活
気
づ
く
い
ま
、

そ
の
陰
で
学
校
内
で
は
虎

視
眈
々
と
信
者
に
引
き
ず

り
込
も
う
と
策
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
▽
Ｇ
７
礼
賛
の
報

道
に
ほ
と
ほ
と
う
ん
ざ
り
、

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
ロ
シ
ア
連
邦

と
の
代
理
戦
争
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
土
で
起
き
て
い
る

と
い
う
構
図
が
明
確
な
の

に
そ
の
一
方
の
当
事
者
が
、

前
線
の
司
令
官
を
招
い
て
、

お
れ
た
ち
は
資
金
と
武
器
、

戦
闘
機
で
支
え
る
か
ら
、
存

分
に
戦
争
を
続
け
た
ま
え

と
激
励
の
集
い
を
開
く
の

だ
か
ら
気
は
確
か
か
。
な

ん
と
し
て
も
停
戦
、
休
戦
、

和
平
を
実
現
す
る
た
め
に

知
恵
を
絞
る
の
が
世
界
の

首
脳
の
仕
事
で
そ
の
場
が

ヒ
ロ
シ
マ
で
あ
る
は
ず
だ
。

岸
田
鳴
り
物
入
の
ヒ
ロ
シ

マ
ビ
ジ
ョ
ン
は
噴
飯
も
の
、

こ
の
事
態
を
諸
手
を
挙
げ

て
伝
え
る
報
道
各
社
の
頭

は
ど
う
か
し
て
い
る
。
読
売

新
聞
記
事
に
「
ロ
シ
ア
か
ら

核
の
威
嚇
を
受
け
て
い
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
統
領
が
、

被
爆
地
・
広
島
の
地
を
踏
ん

だ
。
そ
の
歴
史
的
な
瞬
間
に

私
も
思
わ
ず
身
震
い
し
て
、

鳥
肌
が
立
っ
た
。」
だ
と
、

こ
の
記
者
は
い
っ
た
い
何

に
酔
い
し
れ
て
い
る
の
か
、

米
国
は
ヒ
ロ
シ
マ
に
威
嚇

で
は
な
く
、
本
当
に
核
爆
弾

を
落
と
し
た
の
だ
。
一
方
Ｇ

７
会
合
に
反
対
す
る
デ
モ

隊
に
襲
い
か
か
る
日
本
の

機
動
隊
の
様
子
を
伝
え
る

映
像
を
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
流
し
て

い
る
。
香
港
や
モ
ス
ク
ワ
の

警
備
当
局
も
真
っ
青
に
な

る
ほ
ど
暴
力
的
な
光
景
だ
。

日
本
の
報
道
の
自
由
度
は

６
８
位
で
も
ち
ろ
ん
Ｇ
７

最
低
。
メ
デ
ィ
ア
も
き
ち
ん

と
報
じ
て
ほ
し
い
。（
む
）

カンパのお願い
当会では常時ご寄付をお受けしております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

振替口座　名義：ディーエヌエーモンダイケンキュウカイ
口座番号 ： 00140-8-605520

他機関から送金いただく場合
１　金融機関 ： ゆうちょ銀行
２　金融機関コード ： 9900
３　店番（支店コード） ： 019
４　預金種目 ： 当座
５　店名（支店名） ： 〇一九（漢数字）
６　口座番号 ： 0605520

DNA通信 158 ＋ 41 合併号　2023 年 5 月 25 日発行


